平成１９年３月１９日

〔資料提供〕
不適正な会計処理にかかる処分等について
北部･南部の両家畜保健衛生所において、不適正な会計処理による現金の捻出・費消等が行われていた事案については、かねてから調査をすすめ、概要を把握してきたところですが、本日、下記のとおり職員の処分を行いましたので、お知らせします。

また、家畜保健衛生所及び呼吸器・アレルギー医療センターの事案については、本日、府警本部に告訴及び捜査要望いたしますので、あわせてお知らせします。

記

１　処分等の内容
　　平成１０年度以降も継続的に不適正な会計処理による現金の捻出・費消等が行われていたことから、現金の捻出を指示し職員同士の飲食費用等に使用した職員については懲戒免職処分、現金の捻出や業務関連に使用することを承認した職員については停職処分としたほか、指示を受けて捻出・費消等に関与した職員については、職員の関与度、責任度を踏まえ処分を行いました。
	処分内容
	処分者数

	懲戒免職
	１名　

	停　　職
	２名　

	減　　給
	２６名　

	小　計
	２９名　

	文書訓告
	５名

	部長注意
	１名　

	合　計
	３５名　


※詳細は別紙「処分内容一覧表」のとおり
２　告訴等について　
家畜保健衛生所の事案については、平成10年度以降も不適正な会計処理による現金の捻出・費消等が継続的に行われてきたことから、本日、懲戒免職処分とした職員を府警本部に詐欺容疑で告訴いたします。

また、呼吸器・アレルギー医療センターの事案についても、本日、同センター院長が府警本部に捜査を求める要望書を提出いたします。
なお、流通対策室の事案については、上司に無断で平成11年12月に銀行口座を解約し、約567万円を個人費消した元職員に対して、業務上横領を視野に検討及び警察当局との協議を行ってまいりましたが、公訴時効（７年）の関係等から、告発を行わないこととしました。
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